別表第8(第34条)
1　無線通信要領
項目
通信方法
留意事項




呼出し
普通通話の呼出し
1　自局の呼出し名称　1回
2　から　1回
3　相手局の呼出し名称(又は識別名称)　1回
1　通信開始前の注意
通信を開始するときは、他の通信に混信を与えないか確かめ、混信を与えるおそれがあるときは、その通信が終了した後でなければ通信を開始してはならない。
2　識別名称












至急通話の呼出し
1　至急(又は「3秒の一斉」1回)　2回
2　自局の呼出し名称　1回
3　から　1回
4　相手局の呼出し名称(又は識別名称)　1回

区分
内容





各局
同一通信系を構成する無線局のすべてを呼び出す場合





各移動
同一通信系を構成する移動局のすべてを呼び出す場合





各隊
同一通信系を構成する移動局のうち、災害出動中の移動局すべてを呼び出す場合











注　特定の署所に所属する無線局のすべてを呼び出す場合は、識別名称に署所名を冠する。
3　至急通話の優先取扱い
①　至急通信の通話は、普通通信の通話中に割込んで、行うことができる。
②　普通通話を通信中の無線局は、他の無線局から至急通話の呼出しを受けたとき、又は他の無線局に対する至急通話の呼出しを聴取したときは、直ちに普通通話の通信を中止しなければならない。




再呼出し

呼出しを行つても相手局の応答がないときは、10秒以上の間隔をおいて、更に2回呼出しを行うことができる。それでもなお応答がないときは、1分以上経過した後でなければ再呼出しを行つてはならない。ただし、他の通信に混信を与えるおそれがないと認められる場合又は至急通話を行う場合はこの限りでない。




呼出し中止等
混信を与える無線局の呼出し名称が判明している場合
1　混信を与える無線局の呼出し名称　1回
2　しばらく待て　1回
混信を与える無線局の呼出し名称が不明の場合
しばらく待て　1回
自局からの呼出しが、既に行われている他の通信に混信を与える旨の通知を受けたときは、直ちにその呼出しを中止しなければならない。




応答
基地局が普通通話の呼出しに対して応答する場合
1　相手局の呼出し名称　1回
2　どうぞ(又は「しばらく待て」)　1回
基地局が至急通話の呼出しに応答する場合
1　至急　2回
2　相手局の呼出し名称　1回
3　どうぞ　1回
直ちに通話を行えない場合は、「どうぞ」に代えて「しばらく待て」を送信する。





基地局以外の無線局が普通通話の呼出しに対して応答する場合
1　自局の呼出し名称　1回
2　です　1回
3　どうぞ(又は「しばらく待て」)　1回
基地局以外の無線局が至急通話の呼出しに対して応答する場合
1　至急　2回
2　自局の呼出し名称　1回
3　です　1回
4　どうぞ　1回
直ちに通話を行えない場合は、「どうぞ」に代えて「しばらく待て」を送信する。




不確実な呼出しに対する応答
1　自局の呼出し名称　1回
2　です　1回
3　更に　1回
4　どうぞ　1回
1　自局に対する呼出しを行つた無線局の呼出し名称が不明である場合は、応答する。
2　自局に対するものであることが明らかでない呼出しを聴取したときは、それが反復され、自局に対する呼出しであることが判明するまでは応答しない。




通話の方法
1　通信事項
2　どうぞ
1　通話の速度は、日常会話の速度を標準とする。
2　通話が30秒以上にわたるときは、至急通話の割込み等を容易にするため約20秒ごとに2，3秒間電波の発射を中止しなければならない。
3　通話の途中で相手局を1分以上待たせる必要のあるときは、原則としてその通話を一度打ち切り、他の無線局に通話の機会を与えなければならない。
4　基地局は、出動指令等、急を要する場合は、別表第3に掲げる「出動指令等の信号」による一斉音を送出し、又は「至急、至急」を通話の冒頭に冠し、送信することができる。
5　急を要する通話は、相手局の受信が確実である場合には、応答を待たせずに呼出し続けて通話を行うことができる。(指令を受けた移動局の現場到着の報告及び引揚げの報告等もこの例による。)
6　呼出しに対して応答があり、相手局から「しばらく待て」の送信ができない場合は、直ちに通話を行わなければならない。




通話の解信
受信局が単数の場合
1　了解　1回
受信局が2以上の場合
1　自局の呼出し名称　1回
2　了解　1回
1　自局に対する通話を受信したときは、折り返し解信を行わなければならない。
2　受信局が2以上ある場合は、呼出しを受けた順に解信を行う。




再送要求
1　更に　1回
2　どうぞ　1回
通話内容が不明確な場合は、再送の要求を行うことができる。




解信の要求
受信局が単数の場合
1　了解か　1回
2　どうぞ　1回
受信局が2以上の場合
1　相手局の呼出し名称　1回
2　了解か　1回
3　どうぞ　1回
通話が終了し、約5秒以上経過しても受信局が解信しないときは、解信要求を行うことができる。




通信の終了
1　以上　1回
2　自局の呼出し名称　1回
通信の終了は、呼出しを行つた無線局が行わなければならない。




備考　想定訓練等で無線を使用する場合は、「○○訓練」を通話の冒頭に冠し、送信する。
2　試験電波の発射方法
項目
通信方法
留意事項

試験電波の発射方法
1　自局の呼出し名称　1回
2　ただいま試験中　1回
3　本日は晴天なり　数回
(約10秒で一度切る。)


